
   

   令和８年度 佐世保市立福石中学校 学校だより      

     天 神 山     Ｎｏ．２２ 

       校訓：英知 友愛 正義      令和８年９月 １日（火） 

     生徒会テーマ：「 超える 」    文責：校長 堀川 優彦 

       

飛躍の２学期がスタート！ ～「昨日の自分を超える」学期に～ 
２学期が始まりました。始業式では、夏休み中に全国各地で発生した災害によ

り尊い命を失われた方々に哀悼の意を表し、全校で黙とうをささげました。今年

の夏は、大規模な災害が各地で発生するとともに、連日の危険な暑さが続きまし

た。災害はいつ、どこで起こるか分かりません。日頃から備え、「自分の命は自分

で守る」という意識をもって行動することの大切さを、あらためて伝えました。 

一方で、夏休み中には、部活動や大会・コンクール、地域の行事などで活躍する

生徒たちの姿をたくさん見ることができました。地域の方々からも「福石中学校

の生徒はよく頑張っていますね」「中学生が参加してくれて嬉しいです」といった

声をいただき、校長として大変誇らしく感じました。 

２学期に向けて伝えたのは、「今日から、何をするか」ということです。大きな目標を一度に達成する必要はあ

りません。「昨日より少しだけ頑張る」「苦手なことに一度挑戦する」「自分から挨拶する」「困っている友達に声

をかける」――そんな小さな一歩の積み重ねが、自信や成長につながります。 

今年度、生徒会が掲げているテーマは「超える」です。誰かと比べて人を超えるのではなく、「昨日の自分を超

える」。昨日できなかったことが今日できるようになる、昨日より少し優しくなる、昨日より一歩前に進む。そん

な「自分自身を超える」２学期にしてほしいと話しました。 

３年生にとっては進路実現に向けた大切な時期、２年生にとっては学校の中心へと成長していく時期、１年生

にとっては自分たちの学年のよさを築いていく時期です。これから、苦しいことや思い通りにならないこともあ

るでしょう。そんなときこそ、「自分には無理だ」と決めつけるのではなく、「今の自分に何ができるだろう」と

考え、まず一歩を踏み出してほしいと思います。 

そして何よりも、命を大切にしてほしい。自分の命を守ること、仲間の命を大切にすること、困ったときに一

人で抱え込まず助けを求めること。そして、自分自身の可能性を信じること。そんな一人一人の積み重ねによっ

て、２学期を実り多く、充実した「飛躍の学期」にしてほしいと願っています。 

 

～２学期始業式 生徒代表決意の言葉より～ 
 始業式では、生徒を代表して二人の生徒が、２学期に向けた決意を発表しました。 

１年生代表の北島 七海さんは、１学期に学級委員として学級の意見をまとめたり、

学習方法を工夫したりした経験を振り返り、２学期は「時間管理」を課題に挙げました。

そして、「クラス全員で時間を見て行動する」ことを目標に、早めの準備と時間を意識し

た行動を心掛けていく決意を述べました。 

生徒会役員代表の八田 遼星さんは、１学期の体育大会で見せた「団結力」を２学期

の合唱コンクールにもつなげ、「これまでを超える最高の合唱をつくりたい」と力強く

語りました。また、これからの活動や進路に向けて、一人一人が自覚と責任をもって行

動し、経験や反省を次につなげていこうと呼びかけました。 

「時間を意識して行動する」「これまでを超える」・・・二人の言葉には、２学期をよ

りよいものにしようとする思いが込められていました。大いに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校ホームページにも行事予定や各種便り等、様々な情報が掲載されていますのでご覧ください。 

 

＝今後の予定＝     

９月 ７日（月）～１０日（木）ノー部活動デー 

   ７日（月）生徒専門委員会 

   ９日（水）～１０日（木）実力テスト 

  １１日（金）駅伝試走               「市少年の主張大会」市議会議長賞 平田 友里さん 
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